
◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

◯ ◯ ◯ 2

2
◎ ◎ ◯

3
◎ ◎ ◯

◎ ◎ ◯ 2

◎ ◎ ◯ 3

3

◎ ◎ ◯ 3
2

◎ ◎ ◯
3

◎ ◎ ◎

1

⼒と運動の法則 ・物体にさまざまな⼒がはた
らくことを理解する。
・物体にはたらく⼒の合成・
分解をベクトルを⽤いて扱
い，つりあいについて理解を
深める。
・作⽤・反作⽤の法則を扱
い，つりあう2⼒との違いを
理解する。
・運動の3法則について，観
察や実験を通して理解する。
・運動⽅程式の⽴て⽅につい
て学習し，さまざまな運動状
態における運動⽅程式の⽴て
⽅を理解する。

思考
判断
表現

 ⼒の表し⽅とともに，さまざまな⼒のはたらき⽅を理解す
る。
質量と重さの違いを理解し，重⼒，弾性⼒を計算することが
できる。
⼒の合成分解を踏まえ⼒のつりあいを考えることができる。

7
主体的に学習
に取り組む態
度

・摩擦⼒，及び気体や液体から受ける⼒（抵抗⼒，圧⼒，浮
⼒）について理解し，それらがはたらくときの物体の運動を
分析できるようになる。

ワークシート
⼩テスト

6
知識・技能

物体にはたらく様々な⼒を⾒抜いてベクトルで表す⽅法を⾝
につけるとともに，それらの⼒がつり合う条件を⾒いだせる
ようになる。

① さまざまな⼒

② ⼒の合成とつり合い

③ 運動の３法則

④ 運動⽅程式の利⽤

⑤ 摩擦⼒を受ける運動

⑥ 液体や気体から受ける⼒

ワークシート

5
主体的に学習
に取り組む態
度

物体の運動に興味をもち，物体の直線運動などを調べようと
する。

思考
判断
表現

物体の変位や速度などを考えたり，x-tグラフやv-tグラフか
ら物体の運動を考えることができる。
物体の加速度を考えたり，加速度運動のx-tグラフやv-tグラ
フを考えたりすることができる。
落体の運動を考えることができる。

・物体の変位や速度などの表
し⽅について，直線運動を中
⼼に理解する。
・直線上を運動している物体
の合成速度や相対速度を考え
ることができる。
・物体の加速度を理解し，等
加速度直線運動について式や
グラフで考えることができ
る。

知識・技能

物体の変位や速度などがわかる。
等速直線運動がわかる。
物体の加速度や加速度運動がわかる。

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

①速度
探究1 歩⾏運動の解析
②加速度
探究2 加速度運動とグラフ
③落下運動
探究3 重⼒加速度の測定 ⼩テスト

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和6年度 年間指導計画 

教科名 理科 科⽬名 物理基礎 単位数 2 学科・コース 普通科 学年 ２年 クラス ２年1,2組

⽬ 標

物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾒通しをもって観察，実験を⾏うことなどを通して，物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能⼒を次のとおり育成
することを⽬指す。
（１）【知識及び技能】⾃然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を⾝に付けている。
（２）【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】⾃然の事物・現象の中に問題を⾒いだし，⾒通しをもって観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を⾝に付けている。
（３）【学びに向かう⼒、⼈間性等】⾃然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を⾝に付けている。

教科書
（出版社）

物理基礎（第⼀学習社）

評価⽅法

1

4

物体の運動



◎ ◎ ◯ 2

5
◎ ◎ ◯

4
◎ ◎ ◯

5

◎ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 3

4

◯ ◎ ◯

◯ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 5

5

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

2

熱

知識・技能

熱運動と温度との関係を理解する。
セルシウス温度と絶対温度の関係を式を⽤いて理解する。

思考
判断
表現

熱量の保存についての式を⽴てることができる。
熱量計などを利⽤する熱量の保存に関する実験について，誤
差を⼩さくするための正しい実験操作を実⾏できる。
熱⼒学の第1法則を⽤いて，内部エネルギーの変化，外部と
やりとりする仕事，熱を計算することができる。

主体的に学習
に取り組む態
度

エネルギーの利⽤例について，⽇常のさまざまな事象や現象
と結びつけて理解している。

2

11

波動

知識・技能

⽔⾯に浮かぶ⽊の葉などの例をもとに，波と媒質について理
解する。
波動実験⽤のばねによる観察などを通して，波の伝わり⽅を
理解する。

思考
判断
表現

y−xグラフ，y−tグラフの違いを理解し，⼀⽅のグラフから
もう⼀⽅のグラフを描くことができる。
横波，縦波の違いを理解し縦波を横波のように表⽰できる。
波の重ねあわせ，波の独⽴性を踏まえ，2つの波によって⽣
じる波形を表現することができる。

12
主体的に学習
に取り組む態
度

波動実験器などを⽤いた実験において，波が重なるようすや
通り過ぎるようすをよく観察し，どのような性質があるかを
考察している。

2

8

仕事と⼒学的エネ
ルギー

知識・技能

物理における仕事，仕事率を計算することができる。
運動エネルギーの⼤きさを計算し，物体がされた仕事との関
係についても式を⽤いて計算できる。
位置エネルギーを計算することができる。
保存⼒の特徴を学習し，位置エネルギーとの関係について理
解する。

思考
判断
表現

物理における仕事の特徴を理解し，さまざまな⼒がする仕事
を考えることができる。
運動エネルギーを仕事と関連づけて理解し，両者の関係を説
明することができる。

9
主体的に学習
に取り組む態
度

⽇常における仕事との違いに留意し，物理における仕事につ
いて理解しようとする。

・�正弦波と波，振幅，波⻑，
周期，振動数，媒質の振動な
ど，波の要素について学習す
る。
・y−xグラフ，y−tグラフの
それぞれの特徴について理解
する。
・横波，縦波の特徴や，波の
エネルギーについて理解す
る。
・波動実験器を⽤いた観察な
どを通して，重ねあわせの原
理と波の独⽴性について理解
する。

⼩テスト

・熱と熱量を学習したのち，
熱平衡，⽐熱，熱容量，熱量
の保存，潜熱について理解す
る。
・熱量の保存を利⽤し，物質
の⽐熱を測定する。
・熱と仕事が同等であること
を学習し，内部エネルギー，
熱⼒学の第1法則を理解す
る。

ワークシート
⼩テスト

ワークシート

①仕事と仕事率

②運動エネルギー

③位置エネルギー

④⼒学的エネルギー ワークシート
⼩テスト

・仕事，仕事の原理，仕事率
を学習し，物理における｢仕
事｣について理解する。
・運動エネルギーと仕事の関
係について，式を⽤いて理解
する。
・位置エネルギー，保存⼒を
学習し，仕事と関連づけてそ
れぞれを理解する。
・⼒学的エネルギーの保存に
ついて実験などを通して学習
し，法則が成り⽴つ条件とと
もに理解する。

①熱と温度

②エネルギーの変換と保存

10

①波の表し⽅と波の要素

②波の重ねあわせと反射



4

5

5

3

1

２

電気

知識・技能

物体の帯電した電気量から移動した電⼦の数を計算できる。
移動する電荷の⼤きさから，電流の⼤きさを計算できる。
オームの法則を⽤いて，電流，電圧，抵抗のそれぞれの量を
求めることができる。
物質の抵抗と太さや⻑さとの関係を理解し，式で表すことが
できる。

思考
判断
表現

直列，並列接続における合成抵抗の式を導くことができる。
ジュール熱，電⼒量や電⼒を計算することができる。
物体が帯電するしくみを説明することができる。
オームの法則について理解し，電流と電圧の関係を表すグラ
フから，抵抗を読み取ることができる。

3
主体的に学習
に取り組む態
度

ジュール熱について⾝のまわりの製品と結びつけて理解し，
そのしくみを考えようとする。

・電流や電圧とは何かを学習
し，オームの法則について理
解する。
・ニクロム線などの物質の抵
抗と形状の関係について測定
し，抵抗率を導⼊する。
・導体の抵抗率が温度変化に
よってどのように変化するか
を理解する。
・抵抗の直列接続，並列接続
における特徴を踏まえ，合成
抵抗を理解する。

⼩テスト
ワークシート

①静電気

②電流と抵抗

③電気エネルギー





◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

◯ ◯ ◯ 3

3
◎ ◎ ◯

5
◎ ◎ ◯

◎ ◎ ◯ 3

◎ ◎ ◯ 4

4

◎ ◎ ◯ 4
3

◎ ◎ ◯
5

◎ ◎ ◎

1

⼒と運動の法則 ・物体にさまざまな⼒がはた
らくことを理解する。
・物体にはたらく⼒の合成・
分解をベクトルを⽤いて扱
い，つりあいについて理解を
深める。
・作⽤・反作⽤の法則を扱
い，つりあう2⼒との違いを
理解する。
・運動の3法則について，観
察や実験を通して理解する。
・運動⽅程式の⽴て⽅につい
て学習し，さまざまな運動状
態における運動⽅程式の⽴て
⽅を理解する。

思考
判断
表現

 ⼒の表し⽅とともに，さまざまな⼒のはたらき⽅を理解す
る。
質量と重さの違いを理解し，重⼒，弾性⼒を計算することが
できる。
⼒の合成分解を踏まえ⼒のつりあいを考えることができる。

7
主体的に学習
に取り組む態
度

・摩擦⼒，及び気体や液体から受ける⼒（抵抗⼒，圧⼒，浮
⼒）について理解し，それらがはたらくときの物体の運動を
分析できるようになる。

ワークシート
⼩テスト

6
知識・技能

物体にはたらく様々な⼒を⾒抜いてベクトルで表す⽅法を⾝
につけるとともに，それらの⼒がつり合う条件を⾒いだせる
ようになる。

① さまざまな⼒

② ⼒の合成とつり合い

③ 運動の３法則

④ 運動⽅程式の利⽤

⑤ 摩擦⼒を受ける運動

⑥ 液体や気体から受ける⼒

ワークシート

5
主体的に学習
に取り組む態
度

物体の運動に興味をもち，物体の直線運動などを調べようと
する。

思考
判断
表現

物体の変位や速度などを考えたり，x-tグラフやv-tグラフか
ら物体の運動を考えることができる。
物体の加速度を考えたり，加速度運動のx-tグラフやv-tグラ
フを考えたりすることができる。
落体の運動を考えることができる。

・物体の変位や速度などの表
し⽅について，直線運動を中
⼼に理解する。
・直線上を運動している物体
の合成速度や相対速度を考え
ることができる。
・物体の加速度を理解し，等
加速度直線運動について式や
グラフで考えることができ
る。

知識・技能

物体の変位や速度などがわかる。
等速直線運動がわかる。
物体の加速度や加速度運動がわかる。

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

①速度
探究1 歩⾏運動の解析
②加速度
探究2 加速度運動とグラフ
③落下運動
探究3 重⼒加速度の測定 ⼩テスト

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和6年度 年間指導計画 

教科名 理科 科⽬名 理数物理 単位数 3 学科・コース 理数科 学年 ２年 クラス ２年３組

⽬ 標

物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾒通しをもって観察，実験を⾏うことなどを通して，物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能⼒を次のとおり育成
することを⽬指す。
（１）【知識及び技能】⾃然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を⾝に付けている。
（２）【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】⾃然の事物・現象の中に問題を⾒いだし，⾒通しをもって観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を⾝に付けている。
（３）【主体的に学習に向かう態度】⾃然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を⾝に付けている。

教科書
（出版社）

新編 物理基礎（数研出版）

評価⽅法

1

4

物体の運動



◎ ◎ ◯ 4

7
◎ ◎ ◯

6
◎ ◎ ◯

7

◎ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 5

7

◯ ◎ ◯

◯ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 7

8

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

2

熱

知識・技能

熱運動と温度との関係を理解する。
セルシウス温度と絶対温度の関係を式を⽤いて理解する。

思考
判断
表現

熱量の保存についての式を⽴てることができる。
熱量計などを利⽤する熱量の保存に関する実験について，誤
差を⼩さくするための正しい実験操作を実⾏できる。
熱⼒学の第1法則を⽤いて，内部エネルギーの変化，外部と
やりとりする仕事，熱を計算することができる。

主体的に学習
に取り組む態
度

エネルギーの利⽤例について，⽇常のさまざまな事象や現象
と結びつけて理解している。

2

11

波動

知識・技能

⽔⾯に浮かぶ⽊の葉などの例をもとに，波と媒質について理
解する。
波動実験⽤のばねによる観察などを通して，波の伝わり⽅を
理解する。

思考
判断
表現

y−xグラフ，y−tグラフの違いを理解し，⼀⽅のグラフから
もう⼀⽅のグラフを描くことができる。
横波，縦波の違いを理解し縦波を横波のように表⽰できる。
波の重ねあわせ，波の独⽴性を踏まえ，2つの波によって⽣
じる波形を表現することができる。

12
主体的に学習
に取り組む態
度

波動実験器などを⽤いた実験において，波が重なるようすや
通り過ぎるようすをよく観察し，どのような性質があるかを
考察している。

2

8

仕事と⼒学的エネ
ルギー

知識・技能

物理における仕事，仕事率を計算することができる。
運動エネルギーの⼤きさを計算し，物体がされた仕事との関
係についても式を⽤いて計算できる。
位置エネルギーを計算することができる。
保存⼒の特徴を学習し，位置エネルギーとの関係について理
解する。

思考
判断
表現

物理における仕事の特徴を理解し，さまざまな⼒がする仕事
を考えることができる。
運動エネルギーを仕事と関連づけて理解し，両者の関係を説
明することができる。

9
主体的に学習
に取り組む態
度

⽇常における仕事との違いに留意し，物理における仕事につ
いて理解しようとする。

・�正弦波と波，振幅，波⻑，
周期，振動数，媒質の振動な
ど，波の要素について学習す
る。
・y−xグラフ，y−tグラフの
それぞれの特徴について理解
する。
・横波，縦波の特徴や，波の
エネルギーについて理解す
る。
・波動実験器を⽤いた観察な
どを通して，重ねあわせの原
理と波の独⽴性について理解
する。

⼩テスト

・熱と熱量を学習したのち，
熱平衡，⽐熱，熱容量，熱量
の保存，潜熱について理解す
る。
・熱量の保存を利⽤し，物質
の⽐熱を測定する。
・熱と仕事が同等であること
を学習し，内部エネルギー，
熱⼒学の第1法則を理解す
る。

ワークシート
⼩テスト

ワークシート

①仕事と仕事率

②運動エネルギー

③位置エネルギー

④⼒学的エネルギー ワークシート
⼩テスト

・仕事，仕事の原理，仕事率
を学習し，物理における｢仕
事｣について理解する。
・運動エネルギーと仕事の関
係について，式を⽤いて理解
する。
・位置エネルギー，保存⼒を
学習し，仕事と関連づけてそ
れぞれを理解する。
・⼒学的エネルギーの保存に
ついて実験などを通して学習
し，法則が成り⽴つ条件とと
もに理解する。

①熱と温度

②エネルギーの変換と保存

10

①波の表し⽅と波の要素

②波の重ねあわせと反射



6

7

7

3

1

２

電気

知識・技能

物体の帯電した電気量から移動した電⼦の数を計算できる。
移動する電荷の⼤きさから，電流の⼤きさを計算できる。
オームの法則を⽤いて，電流，電圧，抵抗のそれぞれの量を
求めることができる。
物質の抵抗と太さや⻑さとの関係を理解し，式で表すことが
できる。

思考
判断
表現

直列，並列接続における合成抵抗の式を導くことができる。
ジュール熱，電⼒量や電⼒を計算することができる。
物体が帯電するしくみを説明することができる。
オームの法則について理解し，電流と電圧の関係を表すグラ
フから，抵抗を読み取ることができる。

3
主体的に学習
に取り組む態
度

ジュール熱について⾝のまわりの製品と結びつけて理解し，
そのしくみを考えようとする。

・電流や電圧とは何かを学習
し，オームの法則について理
解する。
・ニクロム線などの物質の抵
抗と形状の関係について測定
し，抵抗率を導⼊する。
・導体の抵抗率が温度変化に
よってどのように変化するか
を理解する。
・抵抗の直列接続，並列接続
における特徴を踏まえ，合成
抵抗を理解する。

⼩テスト
ワークシート

①静電気

②電流と抵抗

③電気エネルギー





◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

◯ ◯ ◯ 4

4
◎ ◎ ◯

5
◎ ◎ ◯

◎ ◎ ◯ 4

◎ ◎ ◯ 5

5

◎ ◎ ◯ 5
4

◎ ◎ ◯
5

◎ ◎ ◎

学年 ２年 クラス ２年３組

⽬ 標

物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾒通しをもって観察，実験を⾏うことなどを通して，物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能⼒を次のとおり育成
することを⽬指す。
（１）【知識及び技能】⾃然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を⾝に付けている。
（２）【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】⾃然の事物・現象の中に問題を⾒いだし，⾒通しをもって観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を⾝に付けている。
（３）【学びに向かう⼒、⼈間性等】⾃然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を⾝に付けている。

教科書
（出版社）

物理基礎（数研出版）

評価⽅法

1

4

物体の運動

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和6年度 年間指導計画 

教科名 理科 科⽬名 物理基礎 単位数 3 学科・コース 理数科

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

①速度
探究1 歩⾏運動の解析
②加速度
探究2 加速度運動とグラフ
③落下運動
探究3 重⼒加速度の測定 ⼩テスト

ワークシート

5
主体的に学習
に取り組む態
度

物体の運動に興味をもち，物体の直線運動などを調べようと
する。

思考
判断
表現

物体の変位や速度などを考えたり，x-tグラフやv-tグラフか
ら物体の運動を考えることができる。
物体の加速度を考えたり，加速度運動のx-tグラフやv-tグラ
フを考えたりすることができる。
落体の運動を考えることができる。

・物体の変位や速度などの表
し⽅について，直線運動を中
⼼に理解する。
・直線上を運動している物体
の合成速度や相対速度を考え
ることができる。
・物体の加速度を理解し，等
加速度直線運動について式や
グラフで考えることができ
る。

知識・技能

物体の変位や速度などがわかる。
等速直線運動がわかる。
物体の加速度や加速度運動がわかる。

ワークシート
⼩テスト

6
知識・技能

物体にはたらく様々な⼒を⾒抜いてベクトルで表す⽅法を⾝
につけるとともに，それらの⼒がつり合う条件を⾒いだせる
ようになる。

① さまざまな⼒

② ⼒の合成とつり合い

③ 運動の３法則

④ 運動⽅程式の利⽤

⑤ 摩擦⼒を受ける運動

⑥ 液体や気体から受ける⼒

1

⼒と運動の法則 ・物体にさまざまな⼒がはた
らくことを理解する。
・物体にはたらく⼒の合成・
分解をベクトルを⽤いて扱
い，つりあいについて理解を
深める。
・作⽤・反作⽤の法則を扱
い，つりあう2⼒との違いを
理解する。
・運動の3法則について，観
察や実験を通して理解する。
・運動⽅程式の⽴て⽅につい
て学習し，さまざまな運動状
態における運動⽅程式の⽴て
⽅を理解する。

思考
判断
表現

 ⼒の表し⽅とともに，さまざまな⼒のはたらき⽅を理解す
る。
質量と重さの違いを理解し，重⼒，弾性⼒を計算することが
できる。
⼒の合成分解を踏まえ⼒のつりあいを考えることができる。

7
主体的に学習
に取り組む態
度

・摩擦⼒，及び気体や液体から受ける⼒（抵抗⼒，圧⼒，浮
⼒）について理解し，それらがはたらくときの物体の運動を
分析できるようになる。



◎ ◎ ◯ 4

7
◎ ◎ ◯

6
◎ ◎ ◯

7

◎ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 5

6

◯ ◎ ◯

◯ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 6

6

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

①熱と温度

②エネルギーの変換と保存

10

①波の表し⽅と波の要素

②波の重ねあわせと反射

①仕事と仕事率

②運動エネルギー

③位置エネルギー

④⼒学的エネルギー ワークシート
⼩テスト

・仕事，仕事の原理，仕事率
を学習し，物理における｢仕
事｣について理解する。
・運動エネルギーと仕事の関
係について，式を⽤いて理解
する。
・位置エネルギー，保存⼒を
学習し，仕事と関連づけてそ
れぞれを理解する。
・⼒学的エネルギーの保存に
ついて実験などを通して学習
し，法則が成り⽴つ条件とと
もに理解する。

ワークシート

・熱と熱量を学習したのち，
熱平衡，⽐熱，熱容量，熱量
の保存，潜熱について理解す
る。
・熱量の保存を利⽤し，物質
の⽐熱を測定する。
・熱と仕事が同等であること
を学習し，内部エネルギー，
熱⼒学の第1法則を理解す
る。

ワークシート
⼩テスト

・�正弦波と波，振幅，波⻑，
周期，振動数，媒質の振動な
ど，波の要素について学習す
る。
・y−xグラフ，y−tグラフの
それぞれの特徴について理解
する。
・横波，縦波の特徴や，波の
エネルギーについて理解す
る。
・波動実験器を⽤いた観察な
どを通して，重ねあわせの原
理と波の独⽴性について理解
する。

⼩テスト

2

8

仕事と⼒学的エネ
ルギー

知識・技能

物理における仕事，仕事率を計算することができる。
運動エネルギーの⼤きさを計算し，物体がされた仕事との関
係についても式を⽤いて計算できる。
位置エネルギーを計算することができる。
保存⼒の特徴を学習し，位置エネルギーとの関係について理
解する。

思考
判断
表現

物理における仕事の特徴を理解し，さまざまな⼒がする仕事
を考えることができる。
運動エネルギーを仕事と関連づけて理解し，両者の関係を説
明することができる。

9
主体的に学習
に取り組む態
度

⽇常における仕事との違いに留意し，物理における仕事につ
いて理解しようとする。

2

熱

知識・技能

熱運動と温度との関係を理解する。
セルシウス温度と絶対温度の関係を式を⽤いて理解する。

思考
判断
表現

熱量の保存についての式を⽴てることができる。
熱量計などを利⽤する熱量の保存に関する実験について，誤
差を⼩さくするための正しい実験操作を実⾏できる。
熱⼒学の第1法則を⽤いて，内部エネルギーの変化，外部と
やりとりする仕事，熱を計算することができる。

主体的に学習
に取り組む態
度

エネルギーの利⽤例について，⽇常のさまざまな事象や現象
と結びつけて理解している。

2

11

波動

知識・技能

⽔⾯に浮かぶ⽊の葉などの例をもとに，波と媒質について理
解する。
波動実験⽤のばねによる観察などを通して，波の伝わり⽅を
理解する。

思考
判断
表現

y−xグラフ，y−tグラフの違いを理解し，⼀⽅のグラフから
もう⼀⽅のグラフを描くことができる。
横波，縦波の違いを理解し縦波を横波のように表⽰できる。
波の重ねあわせ，波の独⽴性を踏まえ，2つの波によって⽣
じる波形を表現することができる。

12
主体的に学習
に取り組む態
度

波動実験器などを⽤いた実験において，波が重なるようすや
通り過ぎるようすをよく観察し，どのような性質があるかを
考察している。



5

6

6

①静電気

②電流と抵抗

③電気エネルギー

・電流や電圧とは何かを学習
し，オームの法則について理
解する。
・ニクロム線などの物質の抵
抗と形状の関係について測定
し，抵抗率を導⼊する。
・導体の抵抗率が温度変化に
よってどのように変化するか
を理解する。
・抵抗の直列接続，並列接続
における特徴を踏まえ，合成
抵抗を理解する。

⼩テスト
ワークシート

3

1

２

電気

知識・技能

物体の帯電した電気量から移動した電⼦の数を計算できる。
移動する電荷の⼤きさから，電流の⼤きさを計算できる。
オームの法則を⽤いて，電流，電圧，抵抗のそれぞれの量を
求めることができる。
物質の抵抗と太さや⻑さとの関係を理解し，式で表すことが
できる。

思考
判断
表現

直列，並列接続における合成抵抗の式を導くことができる。
ジュール熱，電⼒量や電⼒を計算することができる。
物体が帯電するしくみを説明することができる。
オームの法則について理解し，電流と電圧の関係を表すグラ
フから，抵抗を読み取ることができる。

3
主体的に学習
に取り組む態
度

ジュール熱について⾝のまわりの製品と結びつけて理解し，
そのしくみを考えようとする。





◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

◯ ◯ ◯ 2

2
◎ ◎ ◯

4
◎ ◎ ◯

◎ ◎ ◯ 2

◎ ◎ ◯ 3

2

◎ ◎ ◯ 2
1

◎ ◎ ◯
3

◎ ◎ ◎

学年 ３年 クラス ３年１･２組

⽬ 標

物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾒通しをもって観察，実験を⾏うことなどを通して，物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能⼒を次のとおり育成
することを⽬指す。
（１）【知識及び技能】⾃然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を⾝に付けている。
（２）【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】⾃然の事物・現象の中に問題を⾒いだし，⾒通しをもって観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を⾝に付けている。
（３）【主体的に学習に向かう態度】⾃然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を⾝に付けている。

教科書
（出版社）

新編 物理基礎（数研出版）

評価⽅法

1

4

物体の運動

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和6年度 年間指導計画 

教科名 理科 科⽬名 物理探究 単位数 2 学科・コース 普通科

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

①速度
探究1 歩⾏運動の解析
②加速度
探究2 加速度運動とグラフ
③落下運動
探究3 重⼒加速度の測定 ⼩テスト

ワークシート

5
主体的に学習
に取り組む態
度

物体の運動に興味をもち，物体の直線運動などを調べようと
する。

思考
判断
表現

物体の変位や速度などを考えたり，x-tグラフやv-tグラフか
ら物体の運動を考えることができる。
物体の加速度を考えたり，加速度運動のx-tグラフやv-tグラ
フを考えたりすることができる。
落体の運動を考えることができる。

・物体の変位や速度などの表
し⽅について，直線運動を中
⼼に理解する。
・直線上を運動している物体
の合成速度や相対速度を考え
ることができる。
・物体の加速度を理解し，等
加速度直線運動について式や
グラフで考えることができ
る。

知識・技能

物体の変位や速度などがわかる。
等速直線運動がわかる。
物体の加速度や加速度運動がわかる。

ワークシート
⼩テスト

6
知識・技能

物体にはたらく様々な⼒を⾒抜いてベクトルで表す⽅法を⾝
につけるとともに，それらの⼒がつり合う条件を⾒いだせる
ようになる。

① さまざまな⼒

② ⼒の合成とつり合い

③ 運動の３法則

④ 運動⽅程式の利⽤

⑤ 摩擦⼒を受ける運動

⑥ 液体や気体から受ける⼒

1

⼒と運動の法則 ・物体にさまざまな⼒がはた
らくことを理解する。
・物体にはたらく⼒の合成・
分解をベクトルを⽤いて扱
い，つりあいについて理解を
深める。
・作⽤・反作⽤の法則を扱
い，つりあう2⼒との違いを
理解する。
・運動の3法則について，観
察や実験を通して理解する。
・運動⽅程式の⽴て⽅につい
て学習し，さまざまな運動状
態における運動⽅程式の⽴て
⽅を理解する。

思考
判断
表現

 ⼒の表し⽅とともに，さまざまな⼒のはたらき⽅を理解す
る。
質量と重さの違いを理解し，重⼒，弾性⼒を計算することが
できる。
⼒の合成分解を踏まえ⼒のつりあいを考えることができる。

7
主体的に学習
に取り組む態
度

・摩擦⼒，及び気体や液体から受ける⼒（抵抗⼒，圧⼒，浮
⼒）について理解し，それらがはたらくときの物体の運動を
分析できるようになる。



◎ ◎ ◯ 2

5
◎ ◎ ◯

4
◎ ◎ ◯

5

◎ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 3

5

◯ ◎ ◯

◯ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 5

6

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

①熱と温度

②エネルギーの変換と保存

10

①波の表し⽅と波の要素

②波の重ねあわせと反射

①仕事と仕事率

②運動エネルギー

③位置エネルギー

④⼒学的エネルギー ワークシート
⼩テスト

・仕事，仕事の原理，仕事率
を学習し，物理における｢仕
事｣について理解する。
・運動エネルギーと仕事の関
係について，式を⽤いて理解
する。
・位置エネルギー，保存⼒を
学習し，仕事と関連づけてそ
れぞれを理解する。
・⼒学的エネルギーの保存に
ついて実験などを通して学習
し，法則が成り⽴つ条件とと
もに理解する。

ワークシート

・熱と熱量を学習したのち，
熱平衡，⽐熱，熱容量，熱量
の保存，潜熱について理解す
る。
・熱量の保存を利⽤し，物質
の⽐熱を測定する。
・熱と仕事が同等であること
を学習し，内部エネルギー，
熱⼒学の第1法則を理解す
る。

ワークシート
⼩テスト

・�正弦波と波，振幅，波⻑，
周期，振動数，媒質の振動な
ど，波の要素について学習す
る。
・y−xグラフ，y−tグラフの
それぞれの特徴について理解
する。
・横波，縦波の特徴や，波の
エネルギーについて理解す
る。
・波動実験器を⽤いた観察な
どを通して，重ねあわせの原
理と波の独⽴性について理解
する。

⼩テスト

2

8

仕事と⼒学的エネ
ルギー

知識・技能

物理における仕事，仕事率を計算することができる。
運動エネルギーの⼤きさを計算し，物体がされた仕事との関
係についても式を⽤いて計算できる。
位置エネルギーを計算することができる。
保存⼒の特徴を学習し，位置エネルギーとの関係について理
解する。

思考
判断
表現

物理における仕事の特徴を理解し，さまざまな⼒がする仕事
を考えることができる。
運動エネルギーを仕事と関連づけて理解し，両者の関係を説
明することができる。

9
主体的に学習
に取り組む態
度

⽇常における仕事との違いに留意し，物理における仕事につ
いて理解しようとする。

2

熱

知識・技能

熱運動と温度との関係を理解する。
セルシウス温度と絶対温度の関係を式を⽤いて理解する。

思考
判断
表現

熱量の保存についての式を⽴てることができる。
熱量計などを利⽤する熱量の保存に関する実験について，誤
差を⼩さくするための正しい実験操作を実⾏できる。
熱⼒学の第1法則を⽤いて，内部エネルギーの変化，外部と
やりとりする仕事，熱を計算することができる。

主体的に学習
に取り組む態
度

エネルギーの利⽤例について，⽇常のさまざまな事象や現象
と結びつけて理解している。

2

11

波動

知識・技能

⽔⾯に浮かぶ⽊の葉などの例をもとに，波と媒質について理
解する。
波動実験⽤のばねによる観察などを通して，波の伝わり⽅を
理解する。

思考
判断
表現

y−xグラフ，y−tグラフの違いを理解し，⼀⽅のグラフから
もう⼀⽅のグラフを描くことができる。
横波，縦波の違いを理解し縦波を横波のように表⽰できる。
波の重ねあわせ，波の独⽴性を踏まえ，2つの波によって⽣
じる波形を表現することができる。

12
主体的に学習
に取り組む態
度

波動実験器などを⽤いた実験において，波が重なるようすや
通り過ぎるようすをよく観察し，どのような性質があるかを
考察している。



4

5

5

①静電気

②電流と抵抗

③電気エネルギー

・電流や電圧とは何かを学習
し，オームの法則について理
解する。
・ニクロム線などの物質の抵
抗と形状の関係について測定
し，抵抗率を導⼊する。
・導体の抵抗率が温度変化に
よってどのように変化するか
を理解する。
・抵抗の直列接続，並列接続
における特徴を踏まえ，合成
抵抗を理解する。

⼩テスト
ワークシート

3

1

２

電気

知識・技能

物体の帯電した電気量から移動した電⼦の数を計算できる。
移動する電荷の⼤きさから，電流の⼤きさを計算できる。
オームの法則を⽤いて，電流，電圧，抵抗のそれぞれの量を
求めることができる。
物質の抵抗と太さや⻑さとの関係を理解し，式で表すことが
できる。

思考
判断
表現

直列，並列接続における合成抵抗の式を導くことができる。
ジュール熱，電⼒量や電⼒を計算することができる。
物体が帯電するしくみを説明することができる。
オームの法則について理解し，電流と電圧の関係を表すグラ
フから，抵抗を読み取ることができる。

3
主体的に学習
に取り組む態
度

ジュール熱について⾝のまわりの製品と結びつけて理解し，
そのしくみを考えようとする。





◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

◎ ○ 2

◎ ◎ 2

◎ 41

6
◎○

２．テーマについて調べる

１．テーマを考える

学習項⽬

◎○

３．テーマを決める

仮説は，探究の到達⽬標と捉える
ことができる。到達⽬標がない状
態で，探究を進めることは困難で
ある。なぜ仮説を⽴てる必要があ
るのか，仮説はどのようなステッ
プで⽴てるのかについて理解させ
る。

校外研修（GODAC：国際海洋環境情報センター）

１．仮説を⽴てる ○

⽇誌
テーマについてよく調べることの
重要性を理解させる。

⽇誌
ClassNoteBook

2
第２章

仮説の設定

知識・技能
根拠に基づいて適切な仮説を⽴てることができ
る。

思考
判断
表現

検証可能な仮説を⽴て，その根拠を説明すること
ができる。

主体的に学習
に取り組む態

度

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和６年度 年間指導計画 

教科名 理数 科⽬名 理数探究 単位数 2 学科・コース 理数科 学年 3 クラス ３組

教科書
（出版社）

ー

⽬ 標

様々な事象に関わり，数学的な⾒⽅・考え⽅や理科の⾒⽅・考え⽅を組み合わせるなどして働かせ，探究の過程を通して，課題を解決するために必要な資質・能⼒を育成することを⽬指す。

（１）対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を⾝に付けるようにする。【知識及び技能】
（２）多⾓的，複合的に事象を捉え，数学や理科などに関する課題を設定して探究し，課題を解決する⼒を養うとともに創造的な⼒を⾼める。【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】
（３）様々な事象や課題に主体的に向き合い，粘り強く考え⾏動し，課題の解決や新たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとする態度，探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び倫理的な態度を養
う。【学びに向かう⼒、⼈間性等】

評価⽅法

第１章
探究テーマの設定

テーマの設定が⾮常に重要である
ことを認識させる。

ワークシート

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

備考（観察・実験や指導上の留意
点）

知識・技能
テーマについて⽂献等で調べ，原理を理解するこ
とができる。

2

レポート

主体的に学習
に取り組む態

度

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

テーマを細分化し，分析させ，そ
の中でテーマにふさわしい切り⼝
や視点を探して，焦点をしぼって
いくように指導する。

⽇誌
ClassNoteBook

4

テーマの焦点をしぼり，検証できるテーマを設定
できている。

思考
判断
表現

5



◎ ◎ ◎ 12

◎ 2

◎ 2

◎ ◎ 2

◎ ○ 4

1

6

２．データの特徴と関連

３．データの分析結果とその評価

４．観察・実験・調査の実施

測定操作を正確かつ精密に⾏った
かということに加えて，操作して
いる条件以外の条件が揃っていた
かを検討させる。また，環境や⽤
いた器具等に関する情報も同時に
記録を残しておき，データについ
て評価できるようにしておくよう
に指導する。

⽇誌
ClassNoteBook

探究ノート

第4章
分析・考察・推論

レポート

○◎

○◎

時間・設備・協⼒者・指導者など
の制約があるので，そのような環
境の中で実⾏できる検証⽅法を検
討するように指導する。

⽇誌
ClassNoteBook

4
⽇誌

ClassNoteBook

4

実験を計画する際に，考えなけれ
ばいけないことや，実験⽅法のデ
ザインの仕⽅を指導する。
また，安全に実験を⾏うための注
意点についても指導する。

⽇誌
ワークシート

実験・観察・調査の結果だけでな
く，調べたこと，考えたことなど
についても記録しておくことの重
要性を理解させる。

◎ 2

量的データと質的データを区別で
きるように指導する。2 次元（ま
たは，多次元）のデータを分析す
る際には，その関連を調べること
も重要であることを理解させる。

ワークシート

データの質と量が仮説を検証する
ために⼗分でないと判断され
た場合には，検証計画を⽴て直し
て観察，実験，調査等を再度⾏わ
せる。

⽇誌
ClassNoteBook

探究ノート

データの特徴を把握するために
は，適切に集計・可視化を⾏うこ
とが重要であることを理解させ
る。

ワークシート

7

第3章
探究計画の⽴案・
実践

知識・技能

思考
判断
表現

知識・技能

条件制御や対照実験，精度を上げる⼯夫など，探
究計画に必要な知識・技能を⾝につけている。

思考
判断
表現

条件制御や対照実験，精度などを考慮して，探究
計画を⽴てることができる。

データを適切に評価し，その関係を分析するなど
して，論理的に結論を導くことができる。

データを評価し，その関係を分析するための⽅法
を⾝につけている。

１．データの性質

３．探究ノートの書き⽅

２．実験を計画する

１．探究計画を⽴てる

校外研修（OIST：沖縄科学技術⼤学院⼤学）

主体的に学習
に取り組む態

度

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。



○ ○ ◎ 4

2

⽇誌
ポスター

ポスター発表⽤のポスターのつく
り⽅を理解させる。

11

第５章
成果の集約

１．報告書、論⽂(要旨)の書き⽅

探究した結果をまとめて発表する
ための基本的な技能を⾝に付けさ
せる。また，公の場に提出された
成果は，容易に他の研究者が参照
することが可能になり，成果が社
会に還元され共有されることにな
る。そのことの重要性を⽣徒に認
識させる。

第4章
分析・考察・推論

第6章
成果の表現・伝達

得られたデータを分析し，傾向や
法則性，特徴などを⾒いだして考
察し推論することで，仮説を検証
させる。その際，科学的な根拠な
どを踏まえ，論理的な思考に基づ
いて⾏うように指導する。

○

指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

主体的に学習
に取り組む態
度

思考
判断
表現

ポスター・スライドの構成要素や表現⽅法を理解
し，効果的な伝達⽅法を⾝につけている。

整理された内容のポスター・スライドを効果的な
構成・表現を考慮して作成し，⼗分練習したうえ
で発表を⾏っている。

◎

10

9

知識・技能

知識・技能
報告書、論⽂(要旨)に必要な要素とその表現⽅法
を理解している。

思考
判断
表現

適切な分量・構成・内容・表現の報告書、論⽂
(要旨)を期限までに作成することができる。

⽇誌
ワークシート

4

中間報告会
様々な視点から探究の内容につい
て評価や助⾔を受けることの重要
性を理解させる。

⽇誌
評価シート

発表

4

2

4

発表することの重要性，また発表
には⽅法と約束があることを⽣徒
に理解させる。

◎１．発表するにあたって

４．結果の考察・推論

◎◎
⽇誌

ClassNoteBook
論⽂(要旨)

⽇誌
ClassNoteBook

探究ノート指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

主体的に学習
に取り組む態

度

２．ポスターの作成⽅法 ○◎◎



3 1 ◎ ◎ ◎ 4

第6章
成果の表現・伝達

2 12
指導教諭や研究者等のアドバイスを受けながら，
探究の⽅法や内容について議論をし，主体的に探
究を進めている。

主体的に学習
に取り組む態
度

最終報告会
様々な視点から探究の内容につい
て評価や助⾔を受けることの重要
性を理解させる。

⽇誌
評価シート

発表

4
⽇誌

スライド
⼝頭発表スライドのつくり⽅を理
解させる。

○◎◎３．スライドの作成⽅法



◎記録に残す評価

学期 ⽉ 知 思 態 時数

◯ ◯ ◯ 3

3
◎ ◎ ◯

5
◎ ◎ ◯

◎ ◎ ◯ 3

◎ ◎ ◯ 4

4

◎ ◎ ◯ 4
3

◎ ◎ ◯
5

◎ ◎ ◎

学年 ３年 クラス ３年３組

⽬ 標

物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の⾒⽅・考え⽅を働かせ，⾒通しをもって観察，実験を⾏うことなどを通して，物体の運動と様々なエネルギーを科学的に探究するために必要な資質・能⼒を次のとおり育成
することを⽬指す。
（１）【知識及び技能】⾃然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を⾝に付けている。
（２）【思考⼒、判断⼒、表現⼒等】⾃然の事物・現象の中に問題を⾒いだし，⾒通しをもって観察，実験などを⾏い，科学的に探究する⼒を⾝に付けている。
（３）【主体的に学習に向かう態度】⾃然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を⾝に付けている。

教科書
（出版社）

新編 物理基礎（数研出版）

評価⽅法

1

4

物体の運動

沖縄県⽴北⼭⾼等学校

令和6年度 年間指導計画 

教科名 理科 科⽬名 理数物理 単位数 3 学科・コース 理数科

単元名
育成を⽬指す資質・能⼒
評価規準（達成⽬標）

学習項⽬ 学習内容 備考（観察・実験や指導上の
留意点）

①速度
探究1 歩⾏運動の解析
②加速度
探究2 加速度運動とグラフ
③落下運動
探究3 重⼒加速度の測定 ⼩テスト

ワークシート

5
主体的に学習
に取り組む態
度

物体の運動に興味をもち，物体の直線運動などを調べようと
する。

思考
判断
表現

物体の変位や速度などを考えたり，x-tグラフやv-tグラフか
ら物体の運動を考えることができる。
物体の加速度を考えたり，加速度運動のx-tグラフやv-tグラ
フを考えたりすることができる。
落体の運動を考えることができる。

・物体の変位や速度などの表
し⽅について，直線運動を中
⼼に理解する。
・直線上を運動している物体
の合成速度や相対速度を考え
ることができる。
・物体の加速度を理解し，等
加速度直線運動について式や
グラフで考えることができ
る。

知識・技能

物体の変位や速度などがわかる。
等速直線運動がわかる。
物体の加速度や加速度運動がわかる。

ワークシート
⼩テスト

6
知識・技能

物体にはたらく様々な⼒を⾒抜いてベクトルで表す⽅法を⾝
につけるとともに，それらの⼒がつり合う条件を⾒いだせる
ようになる。

① さまざまな⼒

② ⼒の合成とつり合い

③ 運動の３法則

④ 運動⽅程式の利⽤

⑤ 摩擦⼒を受ける運動

⑥ 液体や気体から受ける⼒

1

⼒と運動の法則 ・物体にさまざまな⼒がはた
らくことを理解する。
・物体にはたらく⼒の合成・
分解をベクトルを⽤いて扱
い，つりあいについて理解を
深める。
・作⽤・反作⽤の法則を扱
い，つりあう2⼒との違いを
理解する。
・運動の3法則について，観
察や実験を通して理解する。
・運動⽅程式の⽴て⽅につい
て学習し，さまざまな運動状
態における運動⽅程式の⽴て
⽅を理解する。

思考
判断
表現

 ⼒の表し⽅とともに，さまざまな⼒のはたらき⽅を理解す
る。
質量と重さの違いを理解し，重⼒，弾性⼒を計算することが
できる。
⼒の合成分解を踏まえ⼒のつりあいを考えることができる。

7
主体的に学習
に取り組む態
度

・摩擦⼒，及び気体や液体から受ける⼒（抵抗⼒，圧⼒，浮
⼒）について理解し，それらがはたらくときの物体の運動を
分析できるようになる。



◎ ◎ ◯ 4

7
◎ ◎ ◯

6
◎ ◎ ◯

7

◎ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 5

7

◯ ◎ ◯

◯ ◎ ◯

◎ ◯ ◯ 7

8

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

◎ ◯ ◯

①熱と温度

②エネルギーの変換と保存

10

①波の表し⽅と波の要素

②波の重ねあわせと反射

①仕事と仕事率

②運動エネルギー

③位置エネルギー

④⼒学的エネルギー ワークシート
⼩テスト

・仕事，仕事の原理，仕事率
を学習し，物理における｢仕
事｣について理解する。
・運動エネルギーと仕事の関
係について，式を⽤いて理解
する。
・位置エネルギー，保存⼒を
学習し，仕事と関連づけてそ
れぞれを理解する。
・⼒学的エネルギーの保存に
ついて実験などを通して学習
し，法則が成り⽴つ条件とと
もに理解する。

ワークシート

・熱と熱量を学習したのち，
熱平衡，⽐熱，熱容量，熱量
の保存，潜熱について理解す
る。
・熱量の保存を利⽤し，物質
の⽐熱を測定する。
・熱と仕事が同等であること
を学習し，内部エネルギー，
熱⼒学の第1法則を理解す
る。

ワークシート
⼩テスト

・�正弦波と波，振幅，波⻑，
周期，振動数，媒質の振動な
ど，波の要素について学習す
る。
・y−xグラフ，y−tグラフの
それぞれの特徴について理解
する。
・横波，縦波の特徴や，波の
エネルギーについて理解す
る。
・波動実験器を⽤いた観察な
どを通して，重ねあわせの原
理と波の独⽴性について理解
する。

⼩テスト

2

8

仕事と⼒学的エネ
ルギー

知識・技能

物理における仕事，仕事率を計算することができる。
運動エネルギーの⼤きさを計算し，物体がされた仕事との関
係についても式を⽤いて計算できる。
位置エネルギーを計算することができる。
保存⼒の特徴を学習し，位置エネルギーとの関係について理
解する。

思考
判断
表現

物理における仕事の特徴を理解し，さまざまな⼒がする仕事
を考えることができる。
運動エネルギーを仕事と関連づけて理解し，両者の関係を説
明することができる。

9
主体的に学習
に取り組む態
度

⽇常における仕事との違いに留意し，物理における仕事につ
いて理解しようとする。

2

熱

知識・技能

熱運動と温度との関係を理解する。
セルシウス温度と絶対温度の関係を式を⽤いて理解する。

思考
判断
表現

熱量の保存についての式を⽴てることができる。
熱量計などを利⽤する熱量の保存に関する実験について，誤
差を⼩さくするための正しい実験操作を実⾏できる。
熱⼒学の第1法則を⽤いて，内部エネルギーの変化，外部と
やりとりする仕事，熱を計算することができる。

主体的に学習
に取り組む態
度

エネルギーの利⽤例について，⽇常のさまざまな事象や現象
と結びつけて理解している。

2

11

波動

知識・技能

⽔⾯に浮かぶ⽊の葉などの例をもとに，波と媒質について理
解する。
波動実験⽤のばねによる観察などを通して，波の伝わり⽅を
理解する。

思考
判断
表現

y−xグラフ，y−tグラフの違いを理解し，⼀⽅のグラフから
もう⼀⽅のグラフを描くことができる。
横波，縦波の違いを理解し縦波を横波のように表⽰できる。
波の重ねあわせ，波の独⽴性を踏まえ，2つの波によって⽣
じる波形を表現することができる。

12
主体的に学習
に取り組む態
度

波動実験器などを⽤いた実験において，波が重なるようすや
通り過ぎるようすをよく観察し，どのような性質があるかを
考察している。



6

7

7

①静電気

②電流と抵抗

③電気エネルギー

・電流や電圧とは何かを学習
し，オームの法則について理
解する。
・ニクロム線などの物質の抵
抗と形状の関係について測定
し，抵抗率を導⼊する。
・導体の抵抗率が温度変化に
よってどのように変化するか
を理解する。
・抵抗の直列接続，並列接続
における特徴を踏まえ，合成
抵抗を理解する。

⼩テスト
ワークシート

3

1

２

電気

知識・技能

物体の帯電した電気量から移動した電⼦の数を計算できる。
移動する電荷の⼤きさから，電流の⼤きさを計算できる。
オームの法則を⽤いて，電流，電圧，抵抗のそれぞれの量を
求めることができる。
物質の抵抗と太さや⻑さとの関係を理解し，式で表すことが
できる。

思考
判断
表現

直列，並列接続における合成抵抗の式を導くことができる。
ジュール熱，電⼒量や電⼒を計算することができる。
物体が帯電するしくみを説明することができる。
オームの法則について理解し，電流と電圧の関係を表すグラ
フから，抵抗を読み取ることができる。

3
主体的に学習
に取り組む態
度

ジュール熱について⾝のまわりの製品と結びつけて理解し，
そのしくみを考えようとする。




